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鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
、
２
月

日
か
ら
３

28

月

日
ま
で
開
か
れ
ま
し

23
た
。鶴

岡
市
の
令
和
５
年
度

予
算
で
は
、
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
が

歳
ま
で

18

に
拡
大
さ
れ
ま
す
（
７
月

か
ら
実
施
）。

共
産
党
市
議
団
は
、
平

成

年
（
２
０
１
３
）

25

10

月
市
議
選
で
、
中
学
３
年

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

公
約
に
掲
げ
、
平
成

年
26

に
実
現
。

平
成

年
（
２
０
１
７
）

29

と
、
令
和
４
年
（
２
０
２

２
）
の

月
市
議
選
で
、

10

「
高
校
卒
業
ま
で
」
を
公

約
に
掲
げ
、

歳
ま
で
の

18

医
療
費
無
料
化
が
よ
う
や

く
実
現
さ
れ
ま
す
。

昨
年

月
市
議
会
で
、

12

共
産
党
市
議
団
が
他
会
派

の
議
員
と
提
案
し
た
「
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
求
め
る
意
見
書
」
が
、

全
会
一
致
可
決
さ
れ
た
こ

と
が
力
に
な
り
ま
し
た
。

５
年
度
予
算
の
「
子
育

て
支
援
医
療
費
給
付
事

業
」
は
、
４
億
２
２
２
９

万
５
千
円
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で

給
食
無
償
化

鶴
岡
市
議
会
４
月
臨
時

会
が

日
開
か
れ
、
学
校

26

給
食
費
の
無
償
化
が
、
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か

月
間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年

月
か
ら
今
年
３

11

月
ま
で
の
５
か
月
間
、
学

校
給
食
費
の
全
額
を
徴
収

し
な
い
と
し
た
施
策
が
、

さ
ら
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

財
源
は
、
国
の
４
月
補

正
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
「
原
油
価
格
物
価
高
騰

等
対
策
関
連
事
業
費
」
か

ら
、
２
億
１
９
４
万
１
千

円
を
充
て
ま
す
。

４
６
３
２
筆
の
署
名

市
民
団
体
が
２
月
か

ら
、
「
小
・
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
を
求
め
る
署

名
」
に
取
り
組
み
、
皆
川

治
市
長
と
布
川
敦
教
育
長

に
３
月

日
、
４
６
３
２

27

筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

署
名
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
「
日
本
の
食
糧
と
健

康
を
守
る
運
動
田
川
地
区

連
絡
会
」
（
田
川
食
健
連

＝
大
高
全
洋
会
長
）で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
市
議
選
公
約
で
「
学

校
給
食
費
の
無
償
化
」
を

掲
げ
、
議
会
で
も
取
り
上

げ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
署

名
運
動
に
協
力
。
坂
本
昌

栄
議
員
が
署
名
提
出
に
同

行
し
ま
し
た
。

懇
談
で
は
参
加
者
か

ら
、
「
日
本
は
教
育
費
に

お
金
が
掛
か
り
す
ぎ
る
。

義
務
教
育
の
中
で
学
校
給

食
費
が
一
番
負
担
と
な
っ

て
い
る
」
、「
色
々
と
支
援

す
る
よ
り
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
方
が
、
よ
り

子
育
て
世
代
へ
支
援
と
な

る
。
国
に
も
働
き
か
け
る

べ
き
で
あ
る
」
、「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る

専
用
調
理
室
の
設
置
を
実

現
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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３
月
議
会
で
、
大
き
く

意
見
が
分
か
れ
た
予
算

は
、
県
立
の
旧
鶴
岡
病
院

解
体
と
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
整
備
の
問
題
で
す
。

旧
鶴
岡
病
院
は
、
土
地

と
建
物
を
県
が
市
に
無
償

譲
渡
し
、
解
体
工
事
と
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
を

市
が
行
い
ま
す
。

市
は
平
成

年
度
か

26

ら
、
病
院
解
体
と
県
営
サ

ッ
カ
ー
場
整
備
を
、
重
要

事
業
要
望
と
し
て
、
県
に

提
出
し
て
き
ま
し
た
。

県
が
解
体
す
る
の
が
筋

こ
の
予
算
に
反
対
し
た

議
員
か
ら
、
「
県
の
施
設

で
あ
り
、
県
が
責
任
を
持

っ
て
解
体
す
る
の
が
筋
」
、

「
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の

全
体
計
画
や
今
後
の
運
営

費
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
な
ど
が
不
明
だ
」
な
ど

の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

「
先
送
り
」
し
た
場
合
、

「
い
つ
解
体
で
き
る
か
」

反
対
し
た
議
員
の
意
見

は
正
し
い
の
で
す
が
、
旧

鶴
岡
病
院
の
解
体
を
「
先

送
り
」
し
た
場
合
、
「
い

つ
解
体
で
き
る
か
」
は
誰

に
も
言
え
な
い
と
こ
ろ

に
、
根
本
的
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

昨
年

月
の
県
議
会

6

で
、
県
当
局
は
、
「
県
立

病
院
の
経
営
は
、
平
成
29

年
度
に
は
資
金
不
足
比
率

が

％
を
超
え
、
…
一
般

10
会
計
か
ら
多
額
の
財
政
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

年
間
の
収
入
の
１
割
以

上
の
赤
字
で
、

％
に
な

20

れ
ば
、
国
に
経
営
健
全
化

計
画
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
瀬
戸
際
に
あ

り
、
収
益
に
つ
な
が
ら
な

い
解
体
投
資
は
、
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

過
疎
債
を
活
用

市
当
局
は
こ
れ
ま
で
10

年
間
も
、
筋
を
通
し
て
、

県
の
責
任
で
解
体
し
て
欲

し
い
と
求
め
て
き
ま
し
た

が
、
か
な
わ
ず
、
よ
う
や

く
解
体
費
用
の
半
額
を
県

が
負
担
す
る
こ
と
で
、
県

と
市
の
協
議
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

県
の
提
案
は
、
国
の
過

疎
債
を
活
用
す
る
こ
と
で

す
。過

疎
債
は
、
事
業
充
当

率
１
０
０
％
で
、
元
利
償

還
の
７
割
が
交
付
税
措
置

さ
れ
、
市
の
負
担
は
３
割

で
す
む
手
厚
い
財
政
措
置

で
す
。

し
か
し
、
過
疎
地
域
の

指
定
を
受
け
た
市
町
村
の

活
用
は
、
国
の
予
算
枠
５

０
０
０
億
円
程
度
の
発
行

計
画
額
で
推
移
し
、
年
度

当
初
で
申
請
し
な
け
れ

ば
、
認
可
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

解
体
費
は
約

億
円

13

解
体
費
は
約

億
円
の

13

試
算
で
、
県
が
２
分
の
１

の
６
億
５
千
万
円
を
負
担

し
ま
す
。

残
り
は
過
疎
債
を
充
当

し
、
７
割
が
交
付
税
措
置

さ
れ
、
市
の
負
担
は
３
割

の
１
億
９
５
０
０
万
円
。

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の

事
業
費
は
約

億
円
。

10

内
訳
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
５
８
０
０

万
円
を
除
く
、
約
９
億
４

２
０
０
万
円
に
過
疎
債
を

充
当
し
、
７
割
が
交
付
税

措
置
さ
れ
、
市
の
負
担
は

３
割
の
２
億
８
２
０
０
万

円
。全

体
の
工
事
費
用
約
23

億
円
の
う
ち
、
県
の
負
担

は
６
億
５
千
万
円
で
、
市

の
負
担
は
４
億
７
７
０
０

万
円
の
見
込
み
で
す
。

県立こころの医療センターの開院により、平成27年（2015）３月に閉院した旧県
立鶴岡病院。鉄格子の精神科病棟がそのまま残る。（鶴岡市高坂）
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附
帯
決
議
「
初
め
か
ら
枠

は
め
る
べ
き
で
な
い
」

同
予
算
を
含
む
令
和
５

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

賛
成

、
反
対

の
賛
成

15

10

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。過

疎
債
を
活
用
す
る
議

案
の
採
決
は
、
同
じ
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

予
算
に
反
対
し
た
会
派

の
議
員
は
、
県
に
負
担
を

求
め
る
附
帯
決
議
を
提

案
。
共
産
党
市
議
団
は
、

「
県
と
の
協
議
に
初
め
か

ら
枠
を
は
め
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
し
て
、
附
帯
決

議
に
反
対
し
ま
し
た
。

人
権
に
配
慮
さ
れ
な

か
っ
た
当
時
の
記
憶

旧
鶴
岡
病
院
は
、
鉄
格

子
の
精
神
科
病
棟
が
そ
の

ま
ま
残
り
、
人
権
に
配
慮

さ
れ
な
か
っ
た
当
時
の
記

憶
を
思
い
出
さ
せ
る
建
物

で
、
地
域
住
民
は
一
刻
も

早
く
解
体
し
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
切
実
な
願
い
で

す
。

３
月
議
会
中
に
、
地
元

黄
金
地
区
の
自
治
会
長
ら

全
員
が
揃
っ
て
、
各
会
派

と
議
員
に
要
請
に
回
っ
た

こ
と
も
異
例
の
こ
と
で

す
。共

産
党
市
議
団
は
、
今

回
の
件
は
、
何
が
正
し
く

て
何
が
間
違
っ
て
い
る
か

の
問
題
で
は
な
く
、
病
院

解
体
の

年
来
の
切
実
な

10

住
民
の
願
い
を
、
議
会
は

「
裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
立
場
で
、
論
戦
に
望

み
ま
し
た
。

２０２３年３月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG フォ 共産党 公明党 無所属 新政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

中
沢
深
雪

佐
藤
久
樹

小
野
由
夫

佐
藤
博
幸

佐
藤
麻
里

阿
部　

寛

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

尾
形
昌
彦

渋
谷
耕
一

本
間
信
一

本
間
新
兵
衛

県立旧鶴岡病院解体と人工芝サッカー場整備（

令和５年度一般会計予算）
○○○○●●○○○○○○○●○●●○○○●●●●●

議
長

病院解体・人工芝整備に過疎債を活用する過疎

地域持続的発展計画の一部変更
○○○○●●○○○○○○○●○●●○○○●●●●●

病院解体・人工芝整備予算に対する附帯決議 ●●●●○○●●●●○○○○○○○○○○○○○○○

日本政府に核兵器禁止条約への批准を求める意

見書提出の請願
○○○○○○○○○○●●●○●●●●●●●●●●●

鶴岡市の日本非核宣言自治体協議会への加盟

を求める請願
○○○○○○○○○○●●●○●●●●●●●●●●●

物価高騰に見合う生活保護基準の引き上げを求

める意見書提出の請願
○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

安全・安心の医療・介護実現のため、ゆとりある

提供体制と処遇改善を求める意見書提出の請願
○○○○○○○○○○●●●○●●●●●●●●●●●

防衛政策大転換の説明責任と徹底審議を求める

意見書
○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

「
加
茂
風
力
発
電
」

請
願
は
継
続
審
査

３
月
議
会
に
提
出
さ
れ

た
市
民
の
請
願
は
５
件

で
、
う
ち
「
加
茂
風
力
発

電
事
業
」
に
関
す
る
請
願

は
継
続
審
査
に
な
り
ま
し

た
。「

核
禁
条
約
へ
の
批
准

を
求
め
る
」
請
願
、

「
鶴
岡
市
の
非
核
自
治

体
協
議
会
へ
の
加
盟
を
求

め
る
」
請
願
、

「
物
価
高
騰
に
見
合
う

生
活
保
護
基
準
の
引
き
上

げ
」
請
願
、

「
医
療
・
介
護
の
処
遇

改
善
等
を
求
め
る
」
請
願

の
４
件
は
、
い
ず
れ
も
自

公
会
派
の
反
対
で
不
採
択

に
な
り
ま
し
た
。

「
保
育
士
の
配
置
」
「
畜

産
農
家
支
援
」
は
可
決

議
員
発
議
の
意
見
書
４

件
は
、
党
市
議
団
が
他
会

派
の
協
力
を
得
て
提
出
。

「
保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
」
と
、
「
酪
農

家
・
畜
産
農
家
へ
の
支
援

対
策
」
の
２
件
は
全
会
一

致
で
可
決
。

「
防
衛
政
策
大
転
換
の

説
明
責
任
と
徹
底
審
議
」

は
、
自
公
会
派
の
反
対
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
支
援
」
は
、
会

派
間
の
調
整
で
不
調
と
な

り
ま
し
た
。

自
公
会
派
は
医
療
・

福
祉
に
冷
た
い
態
度

議
会
で
は
、
自
公
会
派

は
、
岸
田
政
権
の
「
核
禁

条
約
反
対
」
と
「
大
軍
拡
」

に
は
忠
実
で
、
コ
ロ
ナ
禍

と
物
価
高
騰
に
苦
し
む
生

活
保
護
や
、
医
療
・
介
護

従
事
者
に
は
、
冷
た
い
態

度
で
し
た
。
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【
総
括
質
問
】

①
西
目
地
内
の
土
砂
災
害

で
は
、
倒
壊
家
屋
等
の
撤

去
や
、
生
活
の
再
建
に
支

援
を
図
る
こ
と
。
今
後
の

防
災
対
策
と
し
て
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
と
、

特
別
警
戒
区
域
の
住
民
に

説
明
を
。

②
コ
ロ
ナ
５
類
引
き
下
げ

で
、
国
の
発
熱
外
来
補
助

金
等
は
無
く
な
り
、
病
院

維
持
が
困
難
に
な
る
。
県

の
保
健
所
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
、
医
師
会
と
連

携
し
た
市
の
対
応
の
強
化

を
。

③
肥
料
や
飼
料
、
燃
油
等

の
価
格
高
騰
で
、
農
業
者

と
漁
業
者
は
廃
業
の
危
機

に
あ
り
、
支
援
策
を
継
続

的
に
実
施
す
べ
き
だ
。

④
山
形
市
や
酒
田
市
、
天

童
市
で
は
、
物
価
高
騰
対

策
で
、
介
護
と
障
害
福
祉

施
設
へ
の
補
助
金
を
創
設

し
て
お
り
、
市
の
支
援
策

が
必
要
だ
。

【
一
般
質
問
】

①
「
本
市
に
お
け
る
子
育

て
の
し
や
す
さ
」
に
つ
い

て
、
昨
年
８
月
～
９
月
に

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施

さ
れ
、
子
育
て
の
不
安
や

負
担
の
項
目
で
は
、
「
子

育
て
に
か
か
る
金
銭
的
負

担
」
が
、

・
９
％
と
増

73

加
し
て
い
る
。
要
望
の
多

か
っ
た
無
料
で
遊
べ
る
屋

内
遊
戯
場
や
、
公
園
遊
具

の
更
新
を
進
め
る
べ
き
。

②
日
本
は
、
保
育
士
の
配

置
基
準
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

で
最
低
水
準
だ
。
保
育
士

の
な
り
手
不
足
解
消
の
た

め
に
も
、
待
遇
改
善
を
。

③
中
学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
よ
り
、
保
護
者

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
市
と
し

て
補
助
制
度
を
。

④
水
道
事
業
の
鶴
岡
市
・

酒
田
市
・
庄
内
町
の
２
市

１
町
で
の
水
平
統
合
で

は
、
統
合
後
の
受
益
者
か

ら
の
意
見
聴
収
方
法
が
必

要
。

①
令
和
５
年
度
の
産
地
交

付
金
の
見
直
し
で
、
単
価

が
引
き
下
げ
さ
れ
、
農
家

か
ら
落
胆
や
戸
惑
い
の
声

が
あ
る
。
市
内
で
、
「
野

生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
」
確

認
が

例
報
告
さ
れ
、
出
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没
情
報
の
発
信
と
、
駆
除

捕
獲
の
対
策
を
。

②
生
活
保
護
利
用
者
の
住

宅
環
境
の
劣
化
に
対
し
、

修
理
の
相
談
や
、
市
営
住

宅
等
へ
の
転
居
指
導
を
。

③
五
中
学
区
の
地
域
拠
点

体
育
館
の
整
備
を
。

①
旧
東
田
川
郡
役
所
は
、

昭
和

年
の
藤
島
庁
舎
新
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築
当
時
は
、
移
築
が
既
定

路
線
だ
っ
た
。
そ
の
方
針

を
変
え
さ
せ
た
の
が
、
元

藤
島
町
議
会
で
の
今
野
良

和
議
員
の
一
般
質
問
だ
っ

た
。
郡
役
所
と
郡
会
議
事

堂
が
、
創
建
時
と
同
じ
敷

地
に
現
存
し
、
国
指
定
史

跡
と
な
っ
た
意
義
は
大
き

い
。

②
鶴
岡
市
国
際
化
推
進
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
上
で
、

在
住
外
国
人
に
対
す
る
市

の
支
援
と
、
外
国
人
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が

大
切
だ
。

坂
本
昌
栄
議
員

①
子
育
て
世
代
の
人
た
ち

か
ら
、
「
物
価
高
騰
が
家

計
を
苦
し
め
て
い
る
。
せ

め
て
学
校
の
給
食
費
だ
け

で
も
無
償
の
ま
ま
に
し
て

ほ
し
い
」
と
の
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
る
。
４
月
以
降

も
無
償
化
の
継
続
を
。

②
社
会
福
祉
法
の
改
正
に

よ
り
、
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
」が
創
設
さ
れ
た
。

相
談
を
受
け
た
後
の
「
伴

走
支
援
」
に
係
る
人
材
確

保
を
。
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
」
は
確
固
た
る
位
置
づ

け
と
、
支
援
強
化
を
。


